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1.序論 

1-1.背景と目的  

塩化ビニル樹脂（以下、PVC）を利用し

た樹脂サッシは断熱性の高さが特徴であり、

建築物への断熱意識の高まりや省エネ基準

適合義務化の影響から、今後は寒冷地以外

での普及も見込まれる建材である。将来的

には日本全国から、PVC樹脂を利用したサ

ッシが多く排出されることが予想される。 

一方、樹脂サッシの普及率が高い北海道

においても、再資源化の流れは確立されて

おらず、最終処分や海外への輸出によって

処理されているのが現状である。 

そこで本研究では、国内における樹脂サ

ッシリサイクルの実現に向けた課題の整理

や他再資源化システムとの比較を行うとと

もに、リサイクルに関わる環境影響等の定

量的評価を行い、再資源化システムの構築

可能性を検証することを目的とする。 

1-2.研究方法 

まず、製造状況やリサイクルに向けた課

題等を把握するため、業界団体や業者への

ヒアリング調査を行った。表 1 に、調査先

一覧を示す。その後、実態調査で得られた

知見や提供資料、統計資料等を参考としな

がら、北海道をケーススタディとして再資

源化システムの構築した際の環境影響や経

済性について、定量的な評価を行う。 

2.国内における樹脂サッシ利用の実態 

国内における樹脂サッシのライフサイク

ルを把握するため、樹脂サッシメーカーと

中間処理業者に実態調査を行った。 

2-1.メーカーにおける樹脂サッシの製造 

日本のメーカーは樹脂サッシ生産システ

ムの導入にあたり、ドイツの樹脂サッシ産

業を参考としたため、樹脂サッシの製造工

程は図 1 のようにほぼ同様である。その一

方、特に加工端材のリサイクルについては

違いがみられた。 

加工端材は主に窓の組立工程で発生する

が、樹脂サッシ形材の工場と窓組立を行う

工場は別であるため、輸送コストの問題か

ら自社工場内でリサイクルを行っていない

ケースがみられた。 

また、加工端材を破砕して表面層のアク

リルごと再利用するケースもみられたが、

主原料である硬質 PVC樹脂の純度が落ち 

表 1 調査先一覧 

 

章-節 調査内容 対象 調査期間

2-1
国内における

樹脂サッシ製造
製造業者4社 2016.5-7

2-2
北海道における

樹脂サッシ処理

業界団体

中間処理業者8社

2016.7

2016.10

3-1

国内における

アルミサッシ

リサイクル

業界団体

中間処理業者等3社

2016.3

2016.10

3-2
EUにおける

樹脂窓リサイクル

6つの業界団体

リサイクル業者2社

製造業者3社

2016.9

3-3
中国における

PVC建材リサイクル

業界団体

製造業者2社
2015.6-7



るために、サッシに再利用できる加工端材

の割合は限界があるとのことであった。 

このようにメーカーにおいて再利用され

なかった加工端材は、国内の中間処理業者

に処理委託されており、それらは国内でリ

サイクルされるほか、アジアへ輸出されて

いるとみられる。このように、現状では建

設廃材よりリサイクルが容易な加工端材の

再利用にも、課題が多いことが分かった。 

2-2.中間処理業者における回収と処理 

中間処理業者へのヒアリング調査による

と、現在は窓交換を中心として廃樹脂サッ

シが発生しているが、排出量が小さく再資

源化処理が難しいため、最終処分が行われ

ることが多いことが分かった。 

一方、回収した廃樹脂サッシをベトナム

へ輸出している業者も存在した。樹脂サッ

シは複合建材であり、単一材料からなる建

材よりも再資源化工程が複雑になるため、

国内と比較して処理コストの低い海外へ輸

出されていることが分かった。 

以上のように、調査から判明した国内に

おける樹脂サッシリサイクルの課題を、後

述する対応策と併せて表 2に整理した。 

3.再資源化システムの成立要件 

国内における樹脂サッシ再資源化システ

ム構築の参考とするため、共通点のある他

の再資源化システムについて調査を行った。 

図 1 樹脂サッシの製造フロー 

3-1.国内におけるアルミサッシの再資源化 

日本では高度経済成長期にアルミサッシ

が広く普及し、現在では排出量も多いため、

金属問屋等がリサイクル業を兼ねるなどし

て、再資源化システムが構築されている。 

なお廃アルミサッシはサッシに再利用さ

れることは少なく、自動車エンジンの素材

へカスケードリサイクルされる場合が多い。 

3-2.EUにおける樹脂サッシの再資源化 

EUでは環境団体によるPVC製品へのバ

ッシングを受けて、業界団体が産業を守る

ために再資源化システムを構築した。 

リサイクル業者は高度な機械選別設備を

導入することによって、建設廃材の大量処

理と人件費の削減を実現していた。こうし

て製造されたリサイクル材料は、メーカー

によって購入されサッシ内部に使用される。 

また、日本と比較して樹脂サッシの再資

源化に有利な点として、白色が基調である

こと、着色にシールを使用しているため素

材選別が行いやすいことが挙げられる。 

3-3.中国における樹脂サッシの再資源化 

中国では建材の需要が非常に大きくバー

ジン材料が不足するため、リサイクル材料

が広く利用されている。樹脂サッシ等の形

材は、分別されている場合は水平リサイク

ルが行われる一方、分別されなかった場合 

図 2 再資源化システムの比較



は、需要の安定している PVC発泡板へのカ

スケードリサイクルが多く行われていた。 

3-4.小結 

以上のように、国内におけるアルミサッ

シおよび EUと中国の樹脂サッシの再資源

化の実態について調査を行った。各産業に

おけるリサイクルフローの比較を図 2に、

樹脂サッシ再資源化の課題に対応した方策

について表 2に整理した。 

表 2における各再資源化システムの整理

から、再資源化システムの成立要件として、

図 3に示した条件が必要であると考えられ

る。特に再資源化システムの成立において

は、安定したリサイクル材の需要を確保す

ることが重要であり、各産業で工夫が行わ

れていることが分かった。 

 

図 3 再資源化システムの成立要件 

4.ケーススタディに基づく定量的評価 

―北海道における再資源化を例として― 

以上の調査で把握された実態に基づき、

北海道に再資源化システムを構築した際の

環境負荷や経済性を試算する。 

4-1.処理モデルの設定 

実態調査等を参考として処理モデルを設

定した。図 4 に、後述するシナリオ①にお

ける資源の流れを示す。以降では、工場の

配置等を変えて、シナリオ評価を行う。 

なお、計算を行うにあたって、既往研究*

において行われている市町村別の樹脂サッ 

 

図 4 シナリオ①における資源の流れ

表 2 樹脂サッシ再資源化の課題とそれに対応した各再資源化システムにおける方策



シ排出量の推計を参考とした。 

4-2.拠点の配置による環境負荷の評価 

本節では、図 5（左）のように、リサイ

クル工場の配置箇所によってシナリオ①～

③を設定し、シナリオ④ではリサイクルを

行わないとした。このシナリオのもと、LCA

手法によって、樹脂サッシリサイクルの各

段階における環境負荷を積み上げ、樹脂サ

ッシ排出量の将来的なピーク時における樹

脂サッシ製造の環境負荷を算出した。 

この結果、図 5（右）のように、全量バ

ージン材を用いるシナリオ④に対して、リ

サイクルを行った場合は 3000 トン程度の

CO2 削減効果が見込まれることが分かった。 

4-3.回収地域の設定によるシナリオ評価 

本節では、図 6（左）のように、シナリ

オ A では全市町村から、シナリオ B~D で

は排出量が大きな地域や札幌周辺の地域か

ら回収を行うとして、リサイクルを行う主

体における支出と収入を算出した。 

結果を図 6（右）に示す。札幌周辺の地

域に注力してリサイクルすることで、支出

に対する収入の割合が向上し、効率の良い

再資源化システムとなることが示された。 

5.結論 

本研究では、樹脂サッシリサイクルの実

現に向けた課題と対応策を整理するととも

に、LCA手法による定量的な評価を行った。 

樹脂サッシの再資源化システムが経済原

理によって自然に構築されることは難しい

とみられるが、業界団体等の適切な支援が

あれば構築は十分可能であると、実態調査

から分かった。また、シナリオ評価から分

かったように、リサイクルによる環境負荷

削減効果は確実に見込まれるため、リサイ

クルを行う企業における取り組みが、適切

に評価されることが必要であると思われる。 
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図 5 樹脂サッシの製造に関わる環境負荷の算出（左：シナリオ設定、右：計算結果） 

 

図 6 回収地域の設定による経済性の評価（左：シナリオ設定、右：計算結果） 


